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	豊西中だより
	７月号 吹田市立豊津西中学校 令和８年７月３日
	６/４～６　3年生　修学旅行　四国方面
	情報化社会の先に
	校長　　福田　佑樹
	　梅雨空の下、しっとりとした空気の中にも、夏の足音が静かに近づいてきています。晴れ間に広がる青空や力強い日差しに、季節の移ろいを感じる頃となりました。 　さて、先日の全校集会において、生徒たちに「情報モラル」についての話をいたしました。現代社会において、IT技術は日々進歩し、私たちの生活はますます便利で豊かなものとなっています。スマートフォンやインターネットは、学習やコミュニケーションの幅を広げる大切なツールである一方で、その使い方によっては様々な課題や弊害を生むことも指摘されています。 例えば、仙台市教育委員会と東北大学による共同研究では、スマートフォンの長時間利用が学習効果に影響を及ぼす可能性が示されています。また、SNSは気軽に人とつながることができる反面、「もっと見たい」「反応がほしい」という心理が積み重なり、依存的な利用につながりやすい仕組みがあると言われています。 　さらに、SNS上での言葉遣いや発信内容には細心の注意が必要です。何気なく発信した一言や投稿が、相手を深く傷つけてしまうことがあります。そして、その影響は一時的なものにとどまらず、自分自身や周囲の人の人生に大きな影響を与え、取り返しのつかない結果につながることもあります。また、インターネット上に一度投稿した内容は完全に消すことが難しく、「デジタルタトゥ」とも言われるように、半永久的に残り続ける可能性があることについても、生徒たちに伝えました。 　このような時代で求められているのは、「リアルな社会においての人格」だけではなく、「デジタルの世界での人格」です。顔が見えないやり取りにおいて、相手の気持ちを想像し、責任ある行動をとる姿勢が求められています。 　そして、AIがますます発展するこれからの社会においては、「人としての心の在り方」、すなわち思いやりや自制心、判断力といった価値がより一層大切になってくると考えています。 　こうした点について、生徒たちには日々の生活の中で意識して行動していくよう伝えましたが、子どもたちが利用しているインターネット上の世界には、学校が踏み込むことはできません。目を行き届かせることは難しいのが現状です。だからこそ、ご家庭における見守りや声かけが大変重要になります。保護者の皆様におかれましては、お子様が安心・安全に利用できるよう、今一度スマートフォンの使い方や情報モラルについて話し合っていただき、使用時間や利用場面など、保護者の皆様とお子様でのルールづくりを進めていただければ幸いです。 　保護者の皆様と連携しながら、子どもたちが安全に、そしてよりよく情報社会を生きていく力を育んでいきたいと考えております。今後ともご理解とご協力をよろしくお願いいたします。
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